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１. 基本戦略

   
 

 

 
 

２. 課題と基本戦略の関係
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
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３. 計画に位置付ける公共交通 

上位・関連計画における方向性や公共交通の利用実態等を踏まえ、公共交通の拠点や交通結節点

の位置付けと、それぞれの公共交通が果たすべき役割を次の通り定義します。 

 

1 公共交通ネットワークの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 公共交通の拠点と交通結節点の位置付け 
 

分類 位置付け 該当する場所 

主要 

交通結節点 

交通結節点のうち、鉄道と

結節し、複数の路線バスの

系統が乗り入れている箇所 

松江駅（JR） 

松江しんじ湖温泉駅（一畑電車） 

交通結節点 鉄道、路線バス、コミュニ

ティバスなど複数の移動

サービスの接続が行われる

乗り換え地点で、待合環境

が整備されている箇所 

乃木駅、玉造温泉駅、宍道駅、揖屋駅（JR） 

松江イングリッシュガーデン前駅、秋鹿町駅、津ノ森駅（一畑電車） 

川津バス停、市立病院バス停、本庄公民館バス停、恵曇連絡所バス

停、鹿島支所、マリンプラザ島根、美保関ターミナル、八束町中央バ

ス停、玉湯支所、八雲バスターミナル（路線バス・松江市コミュニ

ティバス） 

地域拠点 旧松江市以外の 7地域にお

ける生活サービス機能など

の中核となるエリア 

鹿島、島根、美保関、八束、宍道、玉湯、八雲、東出雲の 

各地域の支所周辺 
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3 公共交通の機能分類 
 

位置付け 路線・系統 役割 維持・確保策 

都市間幹線 JR山陰本線 

一畑電車北松江線 

高速乗合バス 

航路 

空港連絡バス・ 

隠岐汽船連絡バス 

都市の中核と市外との間の広域

交通を担う。 

通勤・通学、観光、ビジネスな

ど様々な移動ニーズに対応す

る。 

交通事業者と協議の上、一定以上の運

行水準を確保する。 

市街地幹線 路線バス 

※前ページの図中の緑

色の線 

JR松江駅または松江しんじ湖温

泉駅を発着地として、市街地に

おける「生活維持の中枢」との

間を連絡する。 

通勤・通学、通院、買い物を中

心として、様々な移動ニーズに

対応する。 

地域幹線 JR山陰本線 

一畑電車北松江線 

JR松江駅または松江しんじ湖温

泉駅を発着地として、地域拠点

（各支所を中心とした「生活機

能の中枢」）及び隣接市の拠点と

の間を連絡する。 

通勤・通学、通院、買い物を中

心として、様々な移動ニーズに

対応する。 

路線バス 

※前ページの図中の 

桃色の線 

国の補助事業である、地域公共交通確

保維持事業（地域間幹線系統補助、車

両購入費補助）を活用し、持続可能な

運行を目指す。 

支線 コミュニティバス 

AIデマンドバス 

※前ページの図中の 

黄色の線及び橙色・薄

緑色の塗りつぶしの区

域 

市内の各地域を運行し、幹線や

地域拠点に接続する。 

通院、買い物、通学などの移動

ニーズに対応するほか、幹線に

接続することで広域の移動ニー

ズにも対応する。 

交通事業者や地域と連携した利用促進

などの取組により、一定以上の需要を

確保する。 

国の補助事業である、地域公共交通確

保維持事業（地域内フィーダー系統補

助、車両購入費補助）を活用し、持続

可能な運行を目指す。 

個別輸送 タクシー 市内及び市外との間の個別輸送

を担う。 

交通事業者と連携したに利活用策によ

り、一定以上の需要を確保する。 

補完交通 地域が主体となった 

交通手段 

市内の各地域を運行し、幹線や

地域拠点に接続する。 

通院、買い物、通学などの移動

ニーズに対応するほか、幹線に

接続することで広域の移動ニー

ズにも対応する。 

地域と連携した利用促進などの取組に

より、一定以上の需要を確保する。 
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4 地域公共交通確保維持事業の必要性 

地域公共交通の維持に対する国の支援として、「地域公共交通確保維持事業」に基づき、乗合バ

スの運行費等に対する交通事業者等への支援が行われています。 

本市では、一部の路線においてこの補助事業を活用（または活用を検討）しています。補助事業

の活用にあたり、事業の必要性を次の通り整理します。 

 

地域公共交通確保維持事業 

地域特性や実情に応じた最適な生活交通ネットワークを確保・維持するため、地域間交通ネット

ワークを形成する地域間幹線系統の運行、幹線バス等の地域間交通ネットワークと密接な地域内の

バス交通・デマンド交通の運行、バス車両の更新、市町村・NPO当による車両購入等について、国

が支援するものです。 

 

① 地域間幹線系統補助 

地域幹線（路線バス）は、本市の市街地中心部と地域拠点を連絡し、通勤・通学、買い物、

通院など日常生活における行動だけでなく、観光・ビジネスなどの様々な目的での移動を担っ

ています。起・終点である JR松江駅・松江しんじ湖温泉駅並びに各地域の支所周辺のバスター

ミナル、経由地である川津（西川津）バス停などでは、他の公共交通機関や支線と連絡してお

り、本市の公共交通ネットワークを形成するうえで特に重要な役割を負っています。 

一方で、自治体や交通事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維

持事業によって、安定的に運行を確保・維持する必要があります。 

② 地域内フィーダー系統補助 

支線に位置付けているコミュニティバス（AIデマンドバスを含む）は、市内の 13地域にお

いて運行されており、地域の拠点である支所や公民館周辺の交通結節点と居住地を連絡する、

地域の移動手段としての役割を担っています。また、市街地幹線や地域幹線への接続により、

市街地中心部への広域移動も可能となっており、本市の公共交通ネットワークを形成するうえ

で欠くことのできない路線です。 

一方で、自治体や交通事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維

持事業により確保・維持する必要があります。 

③ 車両購入費補助 

地域幹線を運行するバス車両については、耐用年数を大きく上回るものも多くなっていま

す。安全な輸送を確保するため、車両を購入する必要があります。 
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5 地域公共交通確保維持事業の補助対象路線 

令和 6年度（バス補助年度：令和 5年 10月～令和 6年 9月）において、地域公共交通確保維持

事業（地域間幹線系統）の補助対象となる見込みの路線は次の通りです。 

 

路線名 起終点 区分 運行の態様 実施主体 補助活用 

大東線 一畑バス本社～大東駅 道路運送

法第 4条

の許可 

（乗合） 

路線定期運行 一畑バス 地域間幹線系統 

補助 
マリンプラザ線 一畑バス本社～マリンプラザ前 

御津線 一畑バス本社～御津 

玉造線 一畑バス本社～玉造温泉 

万原線 一畑バス本社～美保関ターミナル 

 

 

また、令和 7年度（バス補助年度：令和 6年 10月～令和 7年 9月）以降において、地域公共交

通確保維持事業（地域間幹線系統）の補助の活用を検討する路線は次の通りです。 

 

路線名 起終点 区分 運行の態様 実施主体 補助活用 

玉造線 一畑バス本社～玉造温泉 道路運送

法第 4条

の許可 

（乗合） 

路線定期運行 一畑バス 地域間幹線系統 

補助 
万原線 一畑バス本社～美保関ターミナル 

恵曇線 一畑バス本社～恵曇 

 

 

また、令和 7年度（バス補助年度：令和 6年 10月～令和 7年 9月）以降において、地域公共交

通確保維持事業（地域内フィーダー系統）の補助の活用を検討する路線は次の通りです。 

 

路線名・系統名 起終点 区分 運行の態様 実施主体 補助活用 

雲南市民バス・大東松江乃木線 大東駅前～乃木駅 自家用有

償旅客運

送（交通

空白地有

償運送） 

路線定期運行 雲南市 

 

地域内 

フィーダー系統 

補助 

御津コミュニティバス 県民会館前～御津 道路運送

法第 4条

の許可 

（乗合） 

路線定期運行 あいか 

タクシー 

地域内 

フィーダー系統

補助 
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第３章 

施策・事業 
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３つのキープロジェクト 

１ 公共交通ネットワークの再構築 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業者間での路線・ダイヤ・運賃等にかかる調整の円滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 公共交通サービスの担い手確保 

  



 41 

 

 

 
     

公共交通ネットワークの再構築 

  

 公共交通体系のあり方を検討する有識者会議の設置

 地域公共交通利便増進計画の策定検討

 

 

  

 エリア一括協定運行事業の検討

  

 

 

  

輸送資源を総動員し、 
持続可能な公共交通ネットワークを構築する 
公共交通と様々な移動サービスを組み合わせて便利に移動できるようにします 

施策１ 
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幹線の維持・確保 

  

 幹線の維持・確保

┃ 市街地中心部の路線バス重複区間における運行便数の調整 

┃ 市街地における路線バスの運行系統の見直し 
● 

● 

┃ 市街地中心部と市外や地域拠点を結ぶ 
路線バスの再編 

┃ 始発・終発時刻と運行時間帯の見直し 

 乗り継ぎ利便性の確保
 

 

  

  

 

施策２ 
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支線の維持・確保 

  

 市街地以外の移動サービスの確保

┃ コミュニティバス・AI デマンドバスの運行 
● 

● 

┃ 地域幹線の運行見直しに伴う運行区間の見直し 

 他分野や市民との連携による移動サービスの確保
 

 

 地域内交通再編・導入に向けた指針の策定

┃ 運行形態やサービス内容の判断基準の明確化 

┃ コミュニティバス継続運行基準の見直し 

  

 

AI

施策３ 
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新たなモビリティや技術の導入・検討 

  

 市街地中心部の回遊性向上や、郊外住宅地の移動利便性向上に資する
新たなモビリティの導入

┃ AI デマンドバスなどによる乗合交通の運行 
● 

● 

┃ 市街地中心部におけるパーソナル 
モビリティやシェアモビリティの導入 

 自動運転の導入検討

  

  

施策４ 
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旅客需要を創出する運賃体系の整備 

  

 路線バスの運賃制度の見直し

 

 

 

 複数の交通サービスに関わる運賃体系の検討
 

 

 運賃割引制度の導入・運用

┃ 路線バスへの金額式定期券の導入 

┃ 路線バスの共通定期券と乗り継ぎ運賃割引の
運用 

● 

● 

┃ 児童・生徒や高齢者・障がい者の運賃割引や運賃助成制度の継続実施 
● 

● 

 

施策５ 
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事業者間での 
路線・ダイヤ・運賃等にかかる調整の円滑化 

  

 独占禁止法特例法に基づく事業者間連携の検討

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

施策６ 
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公共交通サービスの担い手確保 

  

 担い手確保に向けた周知活動の実施
 

 

 公共交通サービスの安定供給に資する運行コスト削減や収益向上策の検討

┃ タクシーの予約・配車の連携や夜間営業の分担 

┃ 車両の空きスペースや運行の空き時間帯の活用 
● 

● 

● 

 担い手確保のための交通事業者への支援

┃ 処遇改善や大型二種免許の取得等に向けた支援策の検討・実施 

┃ 交通事業者と連携した担い手確保策の検討 
● 

● 

 

施策７ 
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情報提供やシステム化の推進 

  

 わかりやすく使いやすい交通案内・乗り継ぎ情報の提供

┃ 運行経路や時刻、接近情報などの提供 
● 

● 

● 

 

 

 

  

┃ 交通結節点や車内における Wi-Fi 環境の整備 

  

デジタル技術を活用し、 
公共交通の利便性を向上する 
デジタル技術の活用により、公共交通を使いやすく、わかりやすくします 

施策１ 
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 利便性向上に資するシステムの構築

┃ 時刻や経路の検索、予約、決済等の一元化 

 

┃ マイナンバーカードとの連携や混雑状況提供システムの導入検討 
● 

● 
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交通データの利活用による利便性向上 

  

 交通系 カードデータの可視化・活用
 

 

 

 

 オープンデータ化の推進
 

 

 

GTFS General Transit Feed Specification  

 

 定時性の確保

 

PTPS Public Transportation Priority System  

  

 

施策２ 
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まちづくりと連携した交通結節点の機能確保・向上 

  

 松江駅のターミナル機能向上

┃ JR 松江駅のターミナル再整備 
● 

┃ JR 松江駅における交通案内の充実と安全対策 
● 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

まちのにぎわいにつながる、 
人と環境にやさしい公共交通を整備する 
公共交通を利用して人がまちに集うことで、にぎわいをつくります 

施策１ 
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 交通結節点における機能整備・向上

┃ 乗り継ぎ拠点の整備 
● 

● 

● 

┃ 「パーク&ライド」の推進 

 自転車や新たなモビリティ等との連携強化
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公共交通の利用環境の改善 

  

 待合環境・走行環境の充実・改善
 

 

 

  

 

 案内表示の改善
 

 

 決済手段の多様化

 

 

 

 

施策２ 
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 バリアフリー化の推進
 

 

 

 

UD  

 車両などの設備更新

 接遇・運転技能の向上
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脱炭素化の推進 

  

 クリーンエネルギーの活用

┃ 再生可能エネルギーの普及 

┃ 環境にやさしい車両の導入 
● 

● 

   

 

EV  

 

 

施策３ 
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 公共交通が環境にやさしいことの周知
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市民会議との協働により公共交通を支える仕組みの再構築 

  

 市民・民間企業・交通事業者・行政による協働

┃ 市民会議の運営 

┃ 地元組織（利用促進）の運営・活動支援 
● 

● 

 

┃ 事業所や市民と連携した支援 
● 

● 

● 

 行政による支援
 

 
  

  

市民・民間企業・交通事業者・行政が協働し、 
公共交通の利用を促進する 
みんなで公共交通を支え、移動の選択肢として選んでもらえるようにします 

施策１ 
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利用促進・利用意識の醸成 

  

 公共交通の利用促進

┃ ノーマイカー運動の推進 

┃ 利用促進イベント・キャンペーンの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┃ 利用につながる魅力的な商品づくり 

┃ 高齢者の運転免許自主返納の推進 

  

施策２ 
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 利用意識の醸成

┃ 利用者のマナー改善 

┃ 公共交通の乗り方教室の開催 

 

┃ 通勤者や通学者を対象としたモビリティ・マネジメント 
● 

● 

 
 

 

Mobility Management, MM  
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第４章 

計画の目標と達成状況の評価 
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１. 計画の目標と評価指標

 

➁
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➁
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➁

 

➁
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２. 計画の推進体制

３. 目標達成・施策実施状況のモニタリングの方法
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松江の公共交通の未来予想図 
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付属資料 
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１. 松江市公共交通利用促進市民会議設置要綱
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 70 

２. 松江市公共交通利用促進市民会議構成団体

 

 

  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

 
 
 
 
 
 
 
  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


